
 ２０２４ 年 ３ 月 期　第２四半期 決 算 発 表　 補 足 資 料  ２０２３年１０月２７日
日本ガイシ株式会社

〔セグメント間売上消去後〕 　　　は2023/4公表値 　　　は2023/4公表値

構成比 構成比
前年

同期比
構成比 構成比 前期比

億円 億円 億円 億円

2,747 100% 2,829 100% ＋3% 5,592 100% 5,750 100% ＋3%

<2,110> 77% <2,205> 78% ＋5% <4,297> 77% <4,500> 78% ＋5%

営 業 利 益 388 325 △16% 668 620 △7%

(率) (14%) (11%) (12%) (11%)

1,531 56% 1,798 64% ＋17% 3,208 57% 3,510 61% ＋9%

営 業 利 益 262 322 ＋23% 507 600 ＋18%

(率) (17%) (18%) (16%) (17%)

882 32% 661 23% △25% 1,632 29% 1,400 24% △14%

営 業 利 益 137 7 △95% 176 20 △89%

(率) (16%) (1%) (11%) (1%)

334 12% 370 13% ＋11% 753 13% 840 15% ＋12%

営 業 利 益 △11 △5 △15 0 

(率) ( - ) ( - ) ( - ) (0%)

売上高比 売上高比
前年

同期比
売上高比 売上高比 前期比

345 (13%) 289 (10%) △16% 659 (12%) 580 (10%) △12%

265 (10%) 182 (6%) △31% 550 (10%) 390 (7%) △29%

199 (7%) 234 (8%) ＋18% 437 (8%) 560 (10%) ＋28%

265 (10%) 278 (10%) ＋5% 537 (10%) 560 (10%) ＋4%

119 (4%) 145 (5%) ＋22% 262 (5%) 320 (6%) ＋22%研 究 開 発 費

133 

139 

141 

154 

141 

152 

減 価 償 却 費

設 備 投 資

為 替 レート（円/EUR）

為 替 レート（円/USD） 135 

141 

50円 (39.0%)

１ 株 当 た り 純 利 益 85.06円 59.35円 128.26円

配 当 金 （配 当 性 向） 33円 25円

177.47円

66円 (37.2%)

6.1%

親会社株主に帰属する
当  期  純  利  益

経 常 利 益 

実  績 実  績 見  通  し実  績

Ｒ Ｏ Ｅ - -

＜海 外 売 上 高 合 計＞

エンバイロメント事業
（"EN事業"）

デジタルソサエティ事業
（"DS事業"）

エネルギー&インダストリー事業
（"E&I事業"）

9.0%

2024年３月期

第２四半期累計 第２四半期累計 通　期

売 上 高 合 計

2023年３月期

通　期

2023年３月期 2024年３月期

2,650

230
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△10
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0

530
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第２四半期累計期間の要点　…　前年同期比　増収も、利益は減益

① 事業別業績概況（売上高・営業利益）
【EN事業】 … 増収・増益

・自動車関連 半導体等の部品供給不足の緩和を背景に自動車生産が回復したほか
中国のトラック販売台数の増加等により製品需要が増加し増収増益。

【DS事業】 … 減収・減益
・HPC※ 半導体投資の抑制により需要が減少し、減収・減益。
・電子デバイス データセンター投資の抑制に伴うハードディスクドライブ用圧電素子

需要減少等により、減収。

【E&I事業】 … 増収・赤字縮小
・ガイシ 販売価格の改定に加え、米国需要が堅調に推移したことから、増収。
・産業プロセス リチウムイオン電池正極材用焼成炉の需要が増加し、増収。

② 為替影響 売上高＋94億円、営業利益＋26億円
(前年同期133円/USD→当期141円/USD、139円/EUR→154円/EUR)

通期　見通しの要点　…　前期比 増収も、利益は減益
 4月見通しを上方修正、売上高は過去最高更新の見通し

① 事業別業績概況（売上高・営業利益）
【EN事業】 … 増収・増益

・自動車関連 上期に引き続き、部品供給不足緩和に伴う自動車生産回復や中国
トラック販売台数増、為替円安プラス効果等により増収増益の見通し。

【DS事業】 … 減収・減益
・HPC 半導体投資の抑制が継続し、市況回復が期初想定より更に遅れる

ことから、当社製品需要が減少し、減収減益の見通し。本格的な需要
回復は来期以降となる見込み。

・電子デバイス データセンター投資の縮小やスマホ販売低迷が継続し、回復時期が
期初想定よりも更に遅れることから、需要が減少し、減収・赤字となる
見通し。

【E&I事業】 … 増収・赤字縮小しブレイクイーブン
・ガイシ 販売価格の改定に加えて、米国の送電網増強計画により需要が

堅調に推移し増収増益の見通し。
・エナジーストレージ 海外案件を中心に引き合いは活況も、資材価格の上昇等により赤字が

継続する見通し。

② 為替影響
・前期比 売上高 ＋138億円、営業利益 ＋39億円

（前期135円/USD→当期141円/USD、141円/EUR→152円/EUR）
（下期為替前提：140円/USD、150円/EUR）

・下期1円当たりの影響 USD　(売上高＋5億円、営業利益＋1.6億円)
EUR　(売上高＋3億円、営業利益＋0.0億円)

③ 配当予想 中間25円を決議、期末25円の年間50円を予定。

④ サステナブルファイナンス 第９回無担保社債（第3回グリーンボンド）を発行予定
（発行額：100億円程度、発行時期：2023年11月以降、発行年限：5年）

⑤ 自己株式の取得を実施予定
（上限：850万株/150億円、取得方法：市場買付、

取得期間2023年10月30日～2024年2月29日）

※ HPC…半導体製造装置用製品


